








｢井川憧亮 色の広がり 公開制作｣ 愛媛県美術館 2005





























した折 り紙を利用 してのワークショップを下敷きにしようと思ったことだ｡ しかし,この
時点ではまだ個展とワークショップとが切 り離れていたので,もっと関連付けるようにし
てみたい｡








































寄せては返す海 :絵画 Ⅶ 9











以上,作品展示への想いを基に,私のコンセプト (下記の " ")をまとめ,併せてワー
クショップ日程表の2つを作成して石崎さんに渡した｡
"タイトル :井川憧亮公開制作 (仮称) 色の広がりと空間を楽しもう! (サブタイトル
仮称)
A,概要コンセプト:1,誰でもアーティス ト! (本来,自然を見て感動 していた｡そ
のような感動を美術体験する) 2,誰でもが親 しめる新たな美術を楽しもう ! (現代美
術-の理解) 3,もう一つの美術の発表の場 (ものを配置 ･置 く場合,その場所性を,




B,内容 : 1,井川 (現代美術家)がエントランスホールという空間を使用 して作品




にもなる｡ (∋現代美術のあり方の理解への道ともなる｡ ③アーティス トが展示 (インスタ
レーション)風景を公開する｡ 2,.子ども及び一般市民と一緒になっての公開制作 (ワー
クショップ)では,地元物産の和紙を用いて,制作する｡ その意義 :(∋Aのコンセプ ト
の全てに当てはまる｡ (∋特に子どもたちが,手作業を通 して美的体験をする機会がなくな
りつつあるので,和紙のよさや折 り紙による制作で日本人の感性を促すことになる｡ (参義
務教育における ｢図画工作｣や ｢美術｣の重要さを示すことになる｡ (む参加型ワークショッ
































余裕が全 く無いことから,新作作 りは控えるようになったのだ｡但 し森山町立図書館展示
室での出品作品で,大地図のような廃品との出会いがあれば,新作の挑戦はあり得る｡ も






















エスキースに弾みがつ くのは全 くの偶然の所産だ｡いつの間にか定規 と計算機を片手に
してから,急に会場スケールと作品のサイズとの比較が見え出した｡エスキースをより確
かにするため,着実な ドローイングに専念 した｡大きく展示会場を区分けすると次のよう
に5つ ぐらいにまとめられる｡ 1Fでは,｢中庭｣と ｢松山城が見える場所｣ となり,2






発表 した作品 (中国からの風),それから韓国新羅ギャラリーで発表 したもの (朝鮮半島
からの風),長崎で発表 した作品 (長崎出島からの風)を吹き抜け大ガラスに左から順に
展示のエスキースを措いてみる｡(写真⑫)そして右端 Lには熊本県立美術館で発表 した
作品 (伊予餅のイメージ)を綾なすようにした｡(写真①②⑤⑧)次に枯山水 として吹 き
抜けの 1Fと2Fの仕切 り空間に作品 (紅葉の落葉)を浮遊するように並べ,そして樺の



















ここでの ｢切 り絵｣は,小さな切れ端 (捨てられていた紙屑)を1つの単位として絵画の
柱を担っている自作のことであるが,この切れ端と今回使用 しているシコクコピーを1組
の単位 (再度活用作品)と置き換えてみたことだ｡こうするとこの 1組のシコクコピーも











6日 (木)は中国,韓国作品を取 り付ける時間がどんどん過ぎ去っている｡ 夕方になっ
てエレベータ裏側,但 し玄関から見れば黒い大きな壁面の正面と見える｡ ここに枯れ枝 3





























































































愛媛県美術館 石崎 (1月13日'05付け E-mail)
井川先生
撤去作業では大変お世話になりました｡ 帰路は雪の大荒れの中となり,大変だったこと










註 1 被爆59周年記念企画 井川憧亮 平和の折 り紙展 ナガサキピースミュージアム 8月16日～30
日 ■04
註 2 5SHOWSOFARTISTFRIENDSFROM 4COUNTRIES,SUNGALLERY (Seoul),3-
17November2004
註 3 2005描 き初め展 一今 ･ここ- ギャラリー風 (福岡) 1月19日-23日 '05 など
最後に,本展を企画 してくださった愛媛県美術館,本展の受講者や,また支援 してくださった皆様
方そして私の研究室の院生 ･学生及びOBに感謝の意を表 します｡
